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農
水
省
は
３
月
２４
日
、
日

米
貿
易
協
定
（
２０
年
１
月
発

効
）
に
基
づ
く
米
国
産
牛
肉

の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
（
Ｓ
Ｇ
＝

緊
急
輸
入
制
限
措
置
）
に
関

す
る
日
米
両
政
府
の
協
議
に

お
い
て
、
発
動
の
仕
組
み
を

見
直
す
こ
と
で
実
質
合
意
し

た
と
発
表
し
た
。

Ｓ
Ｇ
は
、
輸
入
量
が
基
準

数
量
を
超
え
た
場
合
に
発
動

し
、関
税
率
が
引
き
上
が
る
。

輸
入
量
の
急
増
を
抑
え
、
国

内
生
産
へ
の
影
響
を
緩
和
す

る
。米

国
産
牛
肉
の
Ｓ
Ｇ
の
発

動
は
、
米
国
単
独
の
発
動
水

準
の
超
過
に
加
え
、
米
国
と

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
締
約
国（
豪
州
、カ

ナ
ダ
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

メ
キ
シ
コ
な
ど
）
か
ら
の
輸

入
量
の
合
計
が
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
か
つ

先
進
的
な
協
定
：
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

正
式
名
称
）
の
発
動
水
準
を

超
え
る
こ
と
を
条
件
と
す
る

こ
と
で
合
意
し
た
。
発
動
水

準
の
引
き
上
げ
は
見
送
ら
れ

た
も
の
の
、
現
行
の
仕
組
み

よ
り
発
動
し
に
く
く
な
る
。

日
米
貿
易
協
定
の
発
効

で
、
米
国
産
牛
肉
の
関
税
率

は
段
階
的
に
引
き
下
げ
ら

れ
、
最
終
的
に
は
３３
年
度
に

９
％
に
な
る
。
Ｓ
Ｇ
発
動
基

準
数
量
は
２０
年
度
の
２４
万
２

千
㌧
か
ら
増
加
し
、
３３
年
度

に
は
２９
万
３
千
㌧
に
、
Ｓ
Ｇ

税
率
は
３８
・
５
％
か
ら
段
階

的
に
下
が
り
、
３３
年
度
に
は

１８
％
に
な
る
。

２１
年
３
月
、
米
国
産
牛
肉

の
輸
入
量
が
２０
年
度
の
Ｓ
Ｇ

発
動
基
準
数
量
を
超
過
し
、

３
年
７
ヵ
月
ぶ
り
に
発
動
し

た
。
日
米
貿
易
協
定
に
関
連

し
て
作
成
さ
れ
た
二
国
間
の

交
換
公
文
に
基
づ
き
、
日
米

両
政
府
は
協
議
を
開
始
。
そ

の
後
、
協
議
を
続
け
、
実
質

合
意
に
至
っ
た
。
合
意
の
概

要
は
次
の
と
お
り
。

①
米
国
へ
の
セ
ー
フ
ガ
ー

ド
発
動

・
米
国
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
締
約

国
か
ら
の
合
計
輸
入
量
が
Ｃ

Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
発
動
水
準
を
超

え
る
場
合
に
発
動
す
る
仕
組

み
を
導
入
。

・
こ
の
発
動
は
、
米
国
か

ら
の
輸
入
量
が
米
国
単
独
の

発
動
水
準
を
超
え
る
こ
と
が

条
件
。

②
米
国
単
独
の
発
動
水
準

・
現
行
の
水
準
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｐ
発
動
水
準
の
約
３９
％
）

を
維
持
。

・
た
だ
し
、
２６
年
度
ま
で

は
、
米
国
か
ら
の
輸
入
量
が

翌
年
度
の
発
動
水
準
を
超
え

る
場
合
は
、
翌
年
度
（
２７
年

度
ま
で
）
に
限
り
、
当
該
輸

入
量
を
発
動
水
準
と
す
る
。

合
意
内
容
は
、
日
米
貿
易

協
定
の
改
正
議
定
書
と
し

て
、
国
会
承
認
を
含
む
国
内

手
続
き
を
経
て
発
効
す
る
こ

と
と
な
る
。

２１
年
度
は
、
Ｓ
Ｇ
発
動
基

準
数
量
２４
万
７
千
㌧
に
対

し
、
輸
入
量
は
３
月
末
で
２１

万
６
千
㌧
と
な
り
、
発
動
し

な
い
。

一
方
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
お

け
る
Ｓ
Ｇ
の
発
動
水
準
は
、

離
脱
し
た
米
国
分
を
含
ん
だ

ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
金
子

原
二
郎
農
水
大
臣
は
２５
日
の

会
見
で
、今
回
の
合
意
は「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
締
約
国
に
も
米
国
と
の

合
計
輸
入
量
を
用
い
る
こ
と

を
求
め
て
い
く
に
当
た
っ

て
、
説
得
の
材
料
に
な
る
」

と
述
べ
た
。

全
国
開
拓
振
興
協
会
（
西

谷
悟
郎
会
長
）
が
２０
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
「
開
拓
肥

育
牛
生
産
支
援
特
別
対
策
事

業
」
（
以
下
、
支
援
事
業
）

の
２１
年
度
実
績
が
ま
と
ま
っ

た
。
３
月
９
日
に
開
い
た
第

４９
回
理
事
会
で
支
援
事
業
の

実
施
状
況
を
報
告
し
、
了
承

さ
れ
た
。
助
成
金
交
付
額
の

合
計
は
、
３
１
８
４
万
円
と

な
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
肥
育

牛
農
家
の
経
営
悪
化
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。支
援
事
業
は
、

肥
育
牛
生
産
に
取
り
組
む
開

拓
農
家
（
会
員
の
構
成
員
以

外
の
開
拓
農
家
も
含
む
）
の

経
営
の
維
持
と
、
営
農
の
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
２１
年
度
の
支
援
事

業
に
参
加
し
た
全
国
の
開
拓

農
家
は
、
１
３
６
戸
だ
っ
た

（
１３
会
員
）
。

２０
年
度
第
３
次
補
正
予
算

で
措
置
さ
れ
た
「
肥
育
牛
経

営
改
善
等
緊
急
対
策
事
業
」

の
実
施
要
綱
第
１
の
１
「
肥

育
牛
経
営
等
緊
急
支
援
特
別

対
策
事
業
」
（
以
下
、
Ａ
Ｌ

Ｉ
Ｃ
事
業
）
に
よ
り
奨
励
金

の
交
付
対
象
と
な
っ
た
開
拓

農
家
の
肥
育
牛
に
対
し
、
一

定
の
範
囲
内
で
助
成
金
を
交

付
し
た
。

こ
の
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
事
業
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
肉

用
牛
肥
育
経
営
安
定
交
付
金

（
牛
マ
ル
キ
ン
）
の
生
産
者

負
担
金
の
納
付
猶
予
措
置
が

２１
年
５
月
に
終
了
し
た
た

め
、
事
業
の
要
件
に
よ
り
、

奨
励
金
の
交
付
は
同
月
を
も

っ
て
終
了
。
し
た
が
っ
て
、

支
援
事
業
の
対
象
は
２１
年
４

月
１
日
か
ら
５
月
３１
日
ま
で

に
出
荷
さ
れ
た
肥
育
牛
と
し

た
。助

成
金
の
交
付
対
象
頭
数

は
、
同
期
間
の
１
経
営
体
当

た
り
の
出
荷
実
績
を
基
に
、

交
付
上
限
頭
数
を
設
定
し
た

（
例
：
出
荷
実
績
１
〜
１５
頭

↓
交
付
上
限
頭
数
８
頭
、
同

１６
〜
３０
頭
↓
同
１７
頭
）
。
支

援
事
業
に
参
加
し
た
開
拓
農

家
の
同
期
間
の
出
荷
牛
の
合

計
は
５
７
８
１
頭
。
う
ち
、

交
付
対
象
頭
数
は
３
１
８
４

頭
だ
っ
た
。
１
頭
当
た
り
１

万
円
の
助
成
金
を
交
付
し

た
。肉

用
牛
肥
育
経
営
を
取
り

巻
く
情
勢
は
、
肥
育
素
畜
価

格
の
高
止
ま
り
や
配
合
飼
料

価
格
の
高
騰
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が

見
通
せ
な
い
こ
と
に
よ
る
枝

肉
相
場
の
先
行
き
の
不
透
明

感
な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。支

援
事
業
の
実
施
期
間

は
、
２０
年
度
か
ら
２２
年
度
ま

で
の
三
ヵ
年
と
し
て
い
る
。

２２
年
度
の
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
、
直
近
の
畜
産
情
勢
等

を
踏
ま
え
、
事
業
内
容
を
検

討
す
る
。

加
工
食
品
の
新
た
な
原
料

原
産
地
表
示
制
度
が
４
月
１

日
か
ら
完
全
施
行
さ
れ
た
。

国
内
で
製
造
さ
れ
る
全
て
の

加
工
食
品
を
対
象
に
、
製
品

に
占
め
る
重
量
割
合
が
最
も

大
き
い
原
材
料
に
つ
い
て
、

原
産
地
の
表
示
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。

〈
原
則
〉
国
別
重
量
順
表

示
一
番
多
い
原
材
料
が
生
鮮

食
品
の
場
合
は
、
そ
の
産
地

を
表
示
す
る
。
国
産
品
な
ら

「
国
産
」
と
、
輸
入
品
な
ら

原
産
国
名
を
表
示
。

産
地
が
複
数
の
場
合
は
、

原
則
、
重
量
割
合
順
に
国
名

を
表
示
す
る
（
国
別
重
量
順

表
示
）
。
３
ヵ
国
以
上
あ
る

場
合
、
３
ヵ
国
目
以
降
は
、

「
そ
の
他
」
と
ま
と
め
て
表

示
す
る
こ
と
も
可
能（
Ａ
国
、

Ｂ
国
、
そ
の
他
）
。

一
番
多
い
原
材
料
が
加
工

食
品
の
場
合
は
、
そ
の
製
造

地
を
表
示
す
る
。国
内
な
ら
、

（
国
内
製
造
）
と
表
示
。
た

だ
し
、
加
工
食
品
に
使
わ
れ

た
生
鮮
食
品
が
国
産
と
い
う

意
味
で
は
な
い
。

〈
例
外
〉
又
は
表
示
・
大

括
り
表
示

原
産
国
や
重
量
割
合
が
頻

繁
に
変
わ
る
な
ど
、
国
別
重

量
順
の
表
示
が
困
難
な
食
品

に
つ
い
て
は
、
例
外
を
認
め

て
い
る
。
過
去
の
使
用
実
績

の
付
記
や
根
拠
書
類
の
保
管

ま
た

な
ど
を
条
件
に
、「
Ａ
国
又
は

国
産
」「
Ａ
国
又
は
Ｂ
国
」（
又

は
表
示
）、３
ヵ
国
以
上
の
外

く
く

国
を
括
る「
輸
入
」（
大
括
り

表
示
）、外
国
産
と
国
産
が
混

じ
る
場
合
の
「
輸
入
又
は
国

産
」（
大
括
り
表
示
＋
又
は
表

示
）な
ど
の
表
示
も
で
き
る
。

消
費
者
が
表
示
を
見
な
が

ら
商
品
を
選
べ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
国
産
農
畜
産
物
の
消

費
拡
大
に
も
つ
な
が
る
。
た

だ
、
国
別
重
量
順
表
示
、
又

は
表
示
・
大
括
り
表
示
に
よ

り
原
産
地
表
示
さ
れ
た
同
一

品
目
の
商
品
が
店
頭
に
並

ぶ
。表
示
ル
ー
ル
が
複
雑
で
、

消
費
者
の
誤
認
を
招
く
可
能

性
が
あ
る
。

食
品
表
示
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
内
閣
府
令
は
１７
年

９
月
１
日
に
公
布
・
施
行
さ

れ
た
。
一
部
の
加
工
食
品
に

の
み
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た

原
材
料
の
産
地
表
示
が
、
輸

入
品
を
除
く
全
て
の
加
工
食

品
に
拡
大
さ
れ
た
。
事
業
者

の
表
示
切
り
替
え
の
準
備
及

び
消
費
者
へ
の
普
及
・
啓
発

の
た
め
、
施
行
日
か
ら
約
４

年
半
の
経
過
措
置
期
間
を
設

け
た
。

消
費
者
庁
は
３
月
２８
日
、

２１
年
度
の
表
示
実
態
調
査
結

果
を
公
表
。
昨
年
７
月
、
神

奈
川
県
横
浜
市
の
食
品
ス
ー

パ
ー
で
調
査
を
行
っ
た
。
原

料
原
産
地
を
表
示
し
た
加
工

食
品
は
全
体
の
７７
・
２
％
で
、

前
回
（
２０
年
７
月
、
同
市
で

調
査
）
の
５１
・
０
％
か
ら
大

き
く
増
加
し
た
。
国
別
重
量

順
表
示
の
割
合
は
、
対
象
と

な
る
原
材
料
が
生
鮮
食
料
の

場
合
は
８６
・
５
％
、
加
工
食

品
の
場
合
は
９３
・
１
％
と
な

っ
て
い
る
。

農
水
省
は
４
月
１
日
、
畜

産
経
営
の
安
定
に
関
す
る
法

律
（
畜
安
法
）
に
基
づ
き
、

２２
年
度
の
加
工
原
料
乳
生
産

者
補
給
金
の
総
交
付
対
象
数

量
３
４
５
万
㌧
を
６３
事
業
者

（
第
２
号
・
第
３
号
対
象
事

業
者
の
重
複
を
除
く
）
に
配

分
し
た
。

２２
年
度
の
総
交
付
対
象
数

量
は
前
年
度
と
同
量
。
生
産

者
補
給
金
単
価
等
も
据
え
置

か
れ
、
補
給
金
が
生
乳
１
㌔

当
た
り
８
円
２６
銭
、
条
件
不

利
地
か
ら
も
集
乳
す
る
事
業

者
に
交
付
す
る
集
送
乳
調
整

金
が
同
２
円
５９
銭
、
合
わ
せ

る
と
同
１０
円
８５
銭
に
な
る
。

第
１
号
対
象
事
業
者
（
生

乳
を
集
め
て
乳
業
に
販
売
す

る
事
業
者
）
数
及
び
事
業
者

名
は
前
年
度
と
同
じ
で
、
１０

指
定
生
乳
生
産
者
団
体
（
指

定
団
体
）を
含
む
１４
事
業
者
。

各
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た

年
間
販
売
計
画
を
精
査
し
、

３
４
４
万
５
１
８
８
・
９
㌧

を
配
分
。
前
年
度
と
同
様
、

１０
指
定
団
体
へ
の
配
分
が
大

部
分
（
９９
・
６
％
）
を
占
め

て
い
る
。

な
お
、
集
送
乳
調
整
金
が

交
付
さ
れ
る
指
定
事
業
者
は

前
年
度
と
変
わ
ら
ず
、
１０
指

定
団
体
。

第
２
号
対
象
事
業
者
（
乳

業
に
直
接
生
乳
を
販
売
す
る

酪
農
家
）
数
は
２８
減
り
、
２１

事
業
者
に
３
１
１
３
・
６
㌧

を
、第
３
号
対
象
事
業
者（
乳

製
品
を
加
工
販
売
す
る
酪
農

家
）
数
は
３
増
え
、
３０
事
業

者
に
１
６
９
７
・
５
㌧
を
そ

れ
ぞ
れ
配
分
し
た
。

肥
育
出
荷
１
頭
当
た
り
１
万
円

新
・
原
料
原
産
地
表
示
制
度

４
月
１
日
か
ら
完
全
施
行

２１年度、１３６戸に助成金交付 全国開拓
振興協会

開拓肥育牛経営を支援開拓肥育牛経営を支援

全
て
の
加
工
食
品
に
義
務
付
け

日米が実質合意

米
国
牛
肉
Ｓ
Ｇ
発
動
の
仕
組
み
見
直
し

Ｔ
Ｐ
Ｐ
締
約
国
か
ら
の
輸
入
量
と
合
算

・「食料・農業 知っておきたい話」－１０８－
（２面）

・年間総販売額が２．１％減少 ２０年度農業生産関
連事業 （３面）
・食の重視点「日本産」４割トップ （４面）
・小川夫妻（熊本）がカンキツ栽培で局長賞（５面）
・乳房炎対策にプロバイオティクス飼料 （６面）
・牛伝染性リンパ腫が全国的に増加 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

６３
事
業
者
に
３４５
万
㌧
配
分

加
工
原
料
乳
補
給
金
の
交
付
対
象
数
量

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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農
水
省
が
３
月
２９
日
に
公

表
し
た
「
２０
年
農
業
・
食
料

関
連
産
業
の
経
済
計
算
（
概

算
）
」
に
よ
る
と
、
農
業
・

食
料
関
連
産
業
の
国
内
生
産

額
｛
生
産
さ
れ
た
財
及
び
サ

ー
ビ
ス
を
生
産
者
が
出
荷
・

提
供
し
た
時
点
の
価
格
（
生

産
者
価
格
、
消
費
税
込
み
）｝

は
１
０
９
兆
５３
億
円
で
、
前

年
に
比
べ
７
・
９
％
減
少
し

た
。
全
経
済
活
動
（
経
済
活

動
別
の
算
出
額
の
合
計
）
に

占
め
る
割
合
は
１１
・
１
％
と

な
り
、０
・
２
㌽
低
下
し
た
。

部
門
別
に
み
る
と
、
農
林

漁
業
は
１２
兆
３
８
８
６
億
円

と
全
体
の
１１
・
４
％
を
占
め

て
い
る
（
図
）
。
野
菜
や
豚

が
価
格
上
昇
に
よ
り
増
加
し

た
も
の
の
、
海
面
漁
業
が
価

格
低
下
に
よ
り
減

少
し
た
こ
と
等
か

ら
、
前
年
に
比
べ

０
・
７
％
減
少
し

た
。外

食
産
業
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
に
よ
る
外

食
支
出
の
減
少
等
か
ら
２９
・

０
％
減
っ
た
。

国
内
生
産
額
か
ら
中
間
投

入
（
生
産
の
た
め
に
投
入
さ

れ
た
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
）

を
差
し
引
い
た
「
国
内
総
生

産
」（
付
加
価
値
額
に
相
当
）

は
４７
兆
３
３
９
８
億
円
で
、

前
年
に
比
べ
１２
・
１
％
減
少

し
た
。
外
食
産
業
に
お
け
る

減
少
等
に
よ
る
。
全
経
済
活

動（
国
内
総
生
産
：
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

に
占
め
る
割
合
は
８
・
８
％

と
な
り
、
０
・
８
㌽
低
下
。

農
林
漁
業
は
５
兆
３
３
８
６

億
円
と
全
体
の
１１
・
３
％
を

占
め
て
い
る
。

農
林
漁
業
の
う
ち
、
農
業

の
経
済
計
算
を
み
る
と
、
国

内
生
産
額（
農
業
生
産
額
※
）

は
０
・
４
％
増
の
１０
兆
８
２

１
２
億
円
。
内
訳
は
、
耕
種

が
０
・
７
％
増
の
６
兆
６
２

０
億
円
、
畜
産
が
０
・
４
％

減
の
３
兆
７
７
９
１
億
円
、

農
業
サ
ー
ビ
ス
が
２
・
４
％

増
の
９
８
０
１
億
円
と
な
っ

て
い
る
。

農
業
の
国
内
総
生
産
（
農

業
総
生
産
）
は
２
・
６
％
減

の
４
兆
５
７
７
９
億
円
。
農

業
生
産
額
が
増
加
し
た
も
の

の
、
中
間
投
入
も
６
兆
２
４

３
３
億
円
と
２
・
８
％
増
加

し
た
こ
と
に
よ
る
。
中
間
投

入
の
内
訳
を
み
る
と
、種
苗
、

飼
料
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
増

え
て
い
る
。

農
業
総
生
産
か
ら
固
定
資

本
減
耗
と
間
接
税
を
差
し
引

き
、
経
常
補
助
金
を
加
え
た

「
農
業
純
生
産
」
は
、
０
・

４
％
増
の
３
兆
６
０
７
３
億

円
と
な
っ
た
。

※
農
業
サ
ー
ビ
ス
及
び
種

苗
、
飼
料
作
物
な
ど
の
中
間

生
産
物
を
含
み
、
加
工
農
産

物
を
含
ま
な
い
と
い
う
点

で
、「
生
産
農
業
所
得
統
計
」

に
お
け
る「
農
業
総
産
出
額
」

と
は
推
計
対
象
が
異
な
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
で
、
経

済
制
裁
強
化
の
議
論
が
あ
る

が
、
そ
れ
が
自
身
に
対
す
る

実
質
的
「
経
済
封
鎖
」
に
つ

な
が
り
、
食
料
自
給
率
、
資

源
自
給
率
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
が
極
端
に
低
い
我
が
国

の
国
民
を
窮
地
に
追
い
込
む

危
険
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
は
、

食
料
、
そ
の
生
産
資
材
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
極
度
に
海
外
依

存
し
て
い
る
日
本
の
危
う
さ

を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
て

い
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、

そ
の
危
機
認
識
が
あ
る
の
か

が
問
わ
れ
る
こ
と
が
２
つ
あ

る
。食

料
自
給
率
向

上
議
論
の
欠
落

一
つ
は
、
前
か
ら
述
べ
て

い
る
、
有
事
に
国
民
に
食
料

を
供
給
で
き
る
国
内
農
業
生

産
力
、
生
産
資
源
の
増
強
と

い
う
根
本
的
議
論
が
国
会
な

ど
で
も
、
ほ
と
ん
ど
真
剣
に

議
論
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で

あ
る
。

む
し
ろ
、コ
メ
を
作
る
な
、

牛
乳
を
搾
る
な
、さ
ら
に
は
、

飼
料
米
も
麦
も
大
豆
も
野
菜

も
そ
ば
も
牧
草
も
作
る
な
、

と
い
う
方
向
性
の
政
策
が
今

出
さ
れ
て
い
る
異
常
さ
で
あ

る
。添

付
の
関
東
に
お
け
る

「
乳
牛
を
殺
せ
ば
５
万
円
支

給
」
と
い
う
チ
ラ
シ
（
右
）

は
象
徴
的
で
あ
る
。
生
産
資

源
を
増
強
し
て
食
料
危
機
に

備
え
る
べ
き
大
局
的
見
地
を

欠
い
て
、
生
産
基
盤
を
弱
体

化
す
る
方
向
に
お
金
を
出
す

と
い
う
の
は
理
解
で
き
な

い
。
し
か
も
、
乳
牛
が
減
れ

ば
、
も
う
一
度
生
乳
が
搾
れ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
種

付
け
か
ら
出
産
ま
で
２
年
以

上
か
か
る
。
こ
ん
ど
は
足
り

な
く
な
る
の
は
目
に
見
え
て

い
る
。
本
来
、
政
府
が
牛
乳

・
乳
製
品
を
調
達
し
て
人
道

支
援
物
資
と
し
て
活
用
す
る

な
ど
の
需
給
の
調
整
弁
を
果

た
す
べ
き
で
あ
る
。

北
海
道
で
も
増
産
抑
制
に

対
応
し
た
廃
用
牛
の
出
荷
が

増
え
、
廃
用
牛
価
格
が
２０
％

以
上
下
落
し
、
こ
れ
が
飼
料

や
生
産
資
材
高
騰
で
苦
し
む

酪
農
家
に
追
い
打
ち
を
か
け

る
よ
う
な
打
撃
を
与
え
て
い

る
（
４
月
５
日
付
日
本
農
業

新
聞
）
。

日
本
だ
け
が
孤
立

し
て
飢
え
る
危
険

も
う
一
つ
は
、
経
済
制
裁

の
強
化
や
対
象
国
の
拡
大
の

議
論
で
あ
る
。

食
料
自
給
率
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
給
率
の
向
上
の
た
め
の

抜
本
的
な
議
論
が
必
要
な
の

に
、
そ
れ
が
行
わ
れ
て
い
な

い
問
題
と
と
も
に
、
そ
れ
が

一
夜
で
は
で
き
な
い
中
で
、

経
済
制
裁
の
強
化
の
議
論
が

行
わ
れ
て
い
る
危
険
性
で
あ

る
。

食
料
自
給
率
、
資
源
自
給

率
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が

極
端
に
低
い
中
で
、
そ
れ
を

大
き
く
依
存
し
て
い
る
国
々

に
経
済
制
裁
を
強
化
し
た

ら
、
日
本
に
食
料
や
資
源
が

入
っ
て
こ
な
く
な
る
。
食
料

・
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
が
相
当
に
高
い
欧
米
諸
国

に
追
随
し
た
場
合
、
そ
れ
ら

の
国
と
違
っ
て
、
日
本
は
自

身
が
経
済
封
鎖
さ
れ
て
し
ま

う
リ
ス
ク
が
高
い
。
日
本
自

身
が
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
包
囲
網（
※
）

で
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
よ

う
な
事
態
を
自
ら
作
り
だ
し

て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

ロ
シ
ア
と
中
国
と
ア
ジ
ア

諸
国
な
ど
が
結
束
し
つ
つ
あ

り
、欧
米
と
対
峙
し
て
い
る
。

ど
ち
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
も
食

料
、
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

自
前
で
確
保
で
き
る
。
そ
の

対
策
を
怠
っ
て
、
金
で
買
え

る
こ
と
を
前
提
に
し
た
失
策

を
続
け
て
き
た
ツ
ケ
が
今
の

日
本
の
惨
状
で
あ
る
。
米
国

に
追
随
し
て
西
側
陣
営
に
い

る
つ
も
り
で
も
、
経
済
制
裁

強
化
に
単
に
同
調
し
続
け
て

い
た
ら
、
ま
っ
さ
き
に
国
民

の
命
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ

る
の
は
日
本
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
仮
に
も
、
紛
争

が
拡
大
し
て
し
ま
う
よ
う
な

こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
日
本

が
戦
場
に
な
る
危
険
も
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
米
国

と
日
本
の
関
係
に
つ
い
て
も

冷
静
に
見
て
お
く
必
要
が
あ

る
。以

前
、
米
国
の
Ｃ
Ｎ
Ｎ
ニ

ュ
ー
ス
で
は
北
朝
鮮
の
核
ミ

サ
イ
ル
が
米
国
西
海
岸
の
シ

ア
ト
ル
や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
に
届
く
水
準
に
な
っ
て
き

た
こ
と
を
報
道
し
、
だ
か
ら

韓
国
や
日
本
に
犠
牲
が
出
て

も
、
今
の
段
階
で
北
朝
鮮
を

叩
く
べ
き
と
い
う
議
論
が
出

て
い
た
。

つ
ま
り
、
米
国
は
日
本
を

守
る
た
め
に
米
軍
基
地
を
日

本
に
置
い
て
い
る
の
で
は
な

く
、
米
国
本
土
を
守
る
た
め

に
置
い
て
い
る
と
さ
え
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
米
国
が

守
っ
て
く
れ
る
か
ら
追
随
す

る
し
か
な
い
と
い
う
思
考
停

止
的
な
従
属
の
リ
ス
ク
を
し

っ
か
り
と
認
識
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

そ
う
し
た
こ
と
も
全
て
視

野
に
入
れ
て
、
日
本
が
独
立

国
と
し
て
、
自
身
の
力
で
国

と
国
民
を
守
る
た
め
の
国
家

戦
略
・
外
交
戦
略
を
大
局
的

・
総
合
的
に
見
極
め
て
、
対

策
を
急
ぐ
必
要
が
あ
ろ
う
。

※
第
二
次
世
界
大
戦
の
直

前
、
日
本
に
対
し
て
行
わ
れ

た
経
済
制
裁
。
米
国
（
Ａ
ｍ

ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
）
、
英
国
（
Ｂ

ｒ
ｉ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
）、
中
国（
Ｃ

ｈ
ｉ
ｎ
ａ
）、
オ
ラ
ン
ダ（
Ｄ

ｕ
ｔ
ｃ
ｈ
）
４
ヵ
国
の
頭
文

字
を
と
っ
て
、
こ
う
呼
ば
れ

た
。

第108回

全
開
連
は
３
月
２５
日
、「
総

務
責
任
者
会
議
」
を
ｗ
ｅ
ｂ

会
議
シ
ス
テ
ム
で
開
催
し

た
。
会
員
・
准
会
員
の
総
務

責
任
者
を
参
集
し
て
毎
年
開

い
て
き
た
が
、
２１
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
影
響
で
中
止
と
な
り
、

２
年
ぶ
り
の
開
催
。
会
員
・

准
会
員
の
役
職
員
ら
３３
名
が

出
席
し
た
。

今
年
の
同
会
議
の
内
容

は
、
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
関
す
る
２
部
構
成
の
講

演
で
、
講
師
は
財
務
省
主
税

局
の
担
当
官
２
氏
。

▽
消
費
税
の
軽
減
税
率
制

度
の
実
施
に
伴
い
、
複
数
税

率
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
者

は
、
売
上
税
額
か
ら
仕
入
税

額
を
差
し
引
い
た
額
を
納
税

す
る（
仕
入
税
額
控
除
）。２３

年
１０
月
１
日
か
ら
、
適
格
請

求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
）が
導
入
さ
れ
る
。

適
格
請
求
書（
イ
ン
ボ
イ
ス
）

は
、現
行
制
度
の
区
分
記
載

請
求
書
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
登
録
番
号
、
適
用
税
率

（
８
％
、１０
％
）、消
費
税
額
を

追
加
し
た
も
の
。
売
り
手
が

買
い
手
に
対
し
、
正
確
な
適

用
税
率
や
消
費
税
額
等
を
伝

え
る
手
段
。
事
業
者
が
仕
入

税
額
控
除
を
行
う
た
め
に

は
、
仕
入
先
か
ら
適
格
請
求

書
を
発
行
し
て
も
ら
い
、
保

存
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

▽
電
子
帳
簿
保
存
法
に
よ

り
、
特
定
の
書
類
や
帳
簿
は

電
子
デ
ー
タ
で
の
保
存
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。
適
格
請
求

書
等
の
書
類
は
、
電
子
デ
ー

タ
に
よ
る
提
供
も
可
能
（
い

わ
ゆ
る
電
子
イ
ン
ボ
イ

ス
）
。
２２
年
１
月
１
日
以
後

に
行
わ
れ
た
電
子
取
引
の
取

引
情
報
は
、
電
子
帳
簿
保
存

法
に
準
じ
た
方
法
に
よ
る
保

存
が
必
要
（
電
子
デ
ー
タ
の

ま
ま
保
存
）。た
だ
し
、
２２
年

度
税
制
改
正
に
よ
り
、
２３
年

ゆ
う
じ
ょ

１２
月
３１
日
ま
で
の
宥
恕
措
置

と
し
て
、
引
き
続
き
印
刷
し

た
書
面
に
よ
る
保
存
が
可
能

と
な
っ
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
に

向
け
て
、
計
画
的
な
対
応
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
会
員

・
准
会
員
の
日
常
業
務
に
大

き
く
関
係
す
る
テ
ー
マ
と
あ

っ
て
、
出
席
者
か
ら
は
多
数

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

肥
後
開
拓
農
協
は
３
月
２４

日
、
福
岡
食
肉
市
場
㈱
（
福

岡
市
）
で
２１
年
度
枝
肉
共
進

会
を
開
催
し
た
。
組
合
員
１１

名
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
交
雑
種

（
去
勢
）
１
頭
が
出
品
さ
れ

た
。格

付
・
審
査
の
結
果
、
坂

本
英
博
氏
の
出
品
牛
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
。
２５
ヵ
月

齢
で
、
枝
肉
重
量
５
７
８
・

６
㎏
、ロ
ー
ス
芯
面
積
８０
㎠
、

バ
ラ
の
厚
さ
７
・
９
㎝
、
Ｂ

Ｍ
Ｓ
№
７
、
格
付
Ａ
４
。
種

雄
牛
は
藤
良
系
の「
愛
之
国
」

だ
っ
た
。

出
品
牛
全
体
の
成
績
（
平

均
）
は
、
枝
肉
重
量
６
３
４

・
５
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
６７

㎠
、
バ
ラ
の
厚
さ
７
・
９
㎝
、

Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
４
・
４
。
枝
肉
重

量
は
前
年
度
よ
り
１２
・
８
㎏

ア
ッ
プ
し
た
。
３
等
級
以
上

比
率
は
７２
・
７
％
、
４
等
級

以
上
比
率
は
２７
・
３
％
だ
っ

た
。入

賞
者
は
次
の
と
お
り
。

最
優
秀
賞

坂
本
英
博

優
秀
賞

村
松
俊
昭

優
良
賞

荒
木
敏
雄

最優秀賞は坂本氏
肥後開拓農協
枝肉共進会

経済制裁強化で日本自身が
「兵糧攻め」されてしまうリスク

東京大学教授鈴木宣弘氏

農
業
生
産
額
は
０.４
％
増
の
１０
・
８
兆
円

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
学
ぶ

全
開
連
、総
務
責
任
者
会
議
開
催

２０
年
農
業
・
食
料
関
連
産
業
の
経
済
計
算
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農
水
省
が
３
月
２９
日
に
公

表
し
た
「
２０
年
度
６
次
産
業

化
総
合
調
査
結
果
」
に
よ
る

と
、
全
国
の
農
業
生
産
関
連

事
業
に
よ
る
年
間
総
販
売
金

額
は
２
兆
３
２
９
億
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
２
・
１
％
減

少
し
た
も
の
の
、
５
年
連
続

で
２
兆
円
を
超
え
た
。だ
が
、

観
光
農
園
、
農
家
民
宿
及
び

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
年
間
総

販
売
金
額
は
軒
並
み
２
桁
台

の
減
少
率
を
示
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
う
外
出
自
粛
な

ど
が
影
響
し
た
も
の
と
み
ら

れ
る
。

農
業
生
産
関
連
事
業
（
以

下
、
同
事
業
）
と
し
て
、
農

業
経
営
体
及
び
農
協
等
が
営

む
農
産
加
工
・
農
産
物
直
売

所
・
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
農

業
経
営
体
が
営
む
観
光
農
園

・
農
家
民
宿
を
対
象
に
、
販

売
（
売
上
）
金
額
、
従
事
者

数
な
ど
を
調
査
し
た
。

全
国
の
年
間
総
販
売
金
額

を
業
態
別
に
み
る
と
、
農
産

物
直
売
所
は
前
年
度
並
み
の

１
兆
５
３
５
億
円
と
最
も
多

く
、
次
い
で
農
産
加
工
が
３

・
０
％
減
の
９
１
８
７
億
円

で
、
合
わ
せ
る
と
全
体
の
９７

・
０
％
を
占
め
て
い
る
。
観

光
農
園
は
１８
・
４
％
減
の
２

９
３
億
円
、
農
家
民
宿
は
３３

・
０
％
減
の
３６
億
円
、
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
は
２１
・
９
％
減

の
２
７
９
億
円
と
大
き
く
減

っ
た
。

全
国
の
同
事
業
の
事
業
体

数
は
６
万
４
１
６
０
で
、
９０

（
０
・
１
％
）
増
え
た
。
業

態
別
に
み
る
と
、
農
産
加
工

が
３
万
２
８
４
０
（
１
・
４

％
増
）
と
増
え
た
も
の
の
、

農
産
物
直
売
所
は
２
万
３
６

０
０
（
０
・
２
％
減
）
、
観

光
農
園
は
５
１
２
０
（
３
・

２
％
減
）
、
農
家
民
宿
は
１

２
７
０
（
６
・
６
％
減
）
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
も
１
３
３

０
（
２
・
２
％
減
）
と
、
そ

れ
ぞ
れ
減
っ
て
い
る
。

１
事
業
体
当
た
り
の
年
間

販
売
金
額
を
み
る
と
、
農
産

物
直
売
所
が
４
４
６
４
万
円

（
２
・
５
％
増
）
と
増
え
た

も
の
の
、
農
産
加
工
は
３
１

６
９
万
円（
２
・
３
％
減
）、

観
光
農
園
は
５
７
３
万
円

（
１５
・
６
％
減
）
、
農
家
民

宿
は
２
８
６
万
円
（
２８
・
３

％
減
）
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

は
２
０
９
７
万
円
（
２０
・
１

％
減
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
減
っ

て
い
る
。

ま
た
、
全
国
の
同
事
業
に

お
け
る
総
従
事
者
数
は
４０
万

１
９
０
０
人
で
、
８
・
２
％

減
っ
た
。
内
訳
は
、
役
員
・

家
族
が
１６
万
５
千
人
（
３
・

６
％
減
）
、
雇
用
者
が
２３
万

６
９
０
０
人（
１１
・
１
％
減
）

だ
っ
た
。
雇
用
者
の
約
７
割

を
女
性
が
占
め
て
い
る
。

従
事
者
数
を
業
態
別
に
み

る
と
、
農
産
加
工
が
１６
万
９

２
０
０
人（
１１
・
９
％
減
）、

農
産
物
直
売
所
は
１８
万
２
８

０
０
人
（
５
・
５
％
減
）
、

観
光
農
園
は
３
万
３
１
０
０

人
（
１
・
７
％
減
）
、
農
家

民
宿
は
４
２
０
０
人
（
２６
・

４
％
減
）
、
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
は
１
万
２
６
０
０
人
（
１

・
６
％
減
）
と
、
い
ず
れ
も

減
っ
て
い
る
。

農
水
省
は
３
月
１７
日
、
農

福
連
携
の
取
り
組
み
に
関
す

る
意
識
・
意
向
調
査
結
果
を

公
表
し
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、

農
福
連
携
（
農
業
と
福
祉
の

連
携
）
を
「
知
っ
て
い
た
」

と
の
農
業
者
の
回
答
は
全
体

の
１０
・
２
％
で
、
そ
の
う
ち

「
取
り
組
ん
で
い
る
」
の
は

１０
・
４
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
だ
が
、
農
福
連
携
を「
続

け
た
い
」
と
の
意
向
は
７５
・

０
％
と
高
い
。

農
福
連
携
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
障
害
者
等
の
就
労
や

生
き
が
い
づ
く
り
の
場
を
生

み
出
す
だ
け
で
な
く
、
担
い

手
不
足
や
高
齢
化
が
進
む
農

業
分
野
に
お
い
て
、
新
た
な

働
き
手
の
確
保
に
つ
な
が
る

可
能
性
も
あ
る
。

同
調
査
は
、
２１
年
１１
月
中

旬
か
ら
１２
月
上
旬
ま
で
の
間

に
実
施
し
、
農
業
者
２
６
５

２
人
か
ら
回
答
を
得
た
。
営

農
類
型
別
で
は
、
土
地
利
用

型
作
物
１
６
７
９
人
、
果
樹

類
３
５
０
人
、
露
地
野
菜
２

７
４
人
、
施
設
野
菜
１
４
９

人
、
畜
産
１
０
０
人
な
ど
。

▼
農
福
連
携
を
「
知
っ
て

い
た
」
と
の
回
答
は
１０
・
２

％
（
２
７
０
人
）
で
、
「
聞

い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
内
容

は
知
ら
な
か
っ
た
」
が
２４
・

５
％
、
「
知
ら
な
か
っ
た
」

が
６５
・
３
％
。

「
知
っ
て
い
た
」
農
業
者

を
営
農
類
型
別
に
み
る
と
、

畜
産
が
２１
・
０
％
、
施
設
野

菜
が
２０
・
１
％
と
高
い
。

▼
「
知
っ
て
い
た
」
農
業

者
の
う
ち
、農
福
連
携
に「
取

り
組
ん
で
い
る
」
と
の
回
答

は
１０
・
４
％
（
２８
人
）
で
、

「
取
り
組
ん
で
い
た
が
や
め

た
」
が
３
・
７
％
、
「
取
り

組
ん
で
い
な
い
」
が
８５
・
２

％
。「

取
り
組
ん
で
い
る
」
農

業
者
を
営
農
類
型
別
に
み
る

と
、
施
設
野
菜
が
２０
・
０
％

と
高
く
、
畜
産
は
１４
・
３
％

だ
っ
た
。

▼
農
福
連
携
に
取
り
組
ん

ま
た

で
い
る
又
は
取
り
組
ん
で
い

た
が
や
め
た
農
業
者
（
計
３８

人
）
に
聞
い
た
回
答
で
は
、

①
雇
用
形
態
は
、
「
障
害

者
就
労
施
設
に
作
業
を
請
け

負
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
（
い

た
）
」
が
４７
・
４
％
、
「
障

害
者
等
を
直
接
雇
用
し
て
い

る
（
い
た
）
」
が
３９
・
５
％

だ
っ
た
。

②
障
害
者
等
が
担
う
作
業

（
複
数
回
答
）
は
、
「
出
荷

（
出
荷
の
た
め
の
袋
詰
め
、

結
束
等
、
家
畜
の
競
り
市
場

へ
の
移
動
を
含
む
）
」
が
４４

・
７
％
、
「
管
理
作
業
（
施

肥
、
か
ん
水
、
誘
引
、
芽
か

き
、
家
畜
の
エ
サ
の
配
合
、

排
せ
つ
物
の
処
理
、
予
防
接

種
な
ど
）
」
及
び
「
収
穫
・

調
製
（
採
卵
含
む
）
」
が
そ

れ
ぞ
れ
３９
・
５
％
。

③
農
福
連
携
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
る
効
果
（
複
数
回

答
）
は
、
「
人
材
と
し
て
貴

重
な
戦
力
に
な
っ
た
」
が
５７

・
９
％
と
最
も
高
く
、
次
い

で
「
作
業
の
見
直
し
に
よ
り

効
率
が
図
ら
れ
た
」
が
２１
・

１
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
）
。

▼
農
福
連
携
に
取
り
組
ん

で
い
る
農
業
者
の
継
続
の
意

向
は
、
「
続
け
た
い
」
が
７５

・
０
％
、
「
終
了
す
る
予
定

で
あ
る
」が
３
・
６
％
、「
わ

か
ら
な
い
」
が
１０
・
７
％
だ

っ
た
。

▼
一
方
、
農
福
連
携
に
取

り
組
ん
で
い
な
い
農
業
者
の

理
由（
複
数
回
答
）は
、「
障

害
者
等
を
受
け
入
れ
る
設
備

が
整
っ
て
い
な
い
か
ら
」
が

５６
・
１
％
、
「
農
福
連
携
の

取
り
組
み
方
が
わ
か
ら
な
い

か
ら
」
が
２４
・
３
％
、
「
障

害
者
等
と
の
接
し
方
が
わ
か

ら
な
い
か
ら
」
が
１７
・
８
％

と
な
っ
て
い
る
。

◇

同
省
が
関
係
機
関
と
連
携

し
て
実
施
し
た
調
査
に
よ
る

と
、
２０
年
度
末
時
点
で
農
福

連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
農

業
経
営
体
・
Ｊ
Ａ
数
は
２
１

２
１
だ
っ
た
。
全
国
の
農
業

経
営
体
・
Ｊ
Ａ
数
は
約
１
０

８
万
で
、
取
り
組
ん
で
い
る

割
合
は
０
・
２０
％
と
な
っ
て

い
る
。

秋
田
県
秋
田
市
の
東
部
に

位
置
す
る
河
辺
町
（
旧
・
河

お
お
ば
り

の

辺
郡
河
辺
町
）
の
大
張
野
開

拓
の
歴
史
は
、
明
治
時
代
に

さ
か
の
ぼ
る
。１
８
８
０（
明

治
１３
）
年
、
新
政
と
な
り
禄

を
離
れ
た
士
族
た
ち
が
結
成

し
た
団
体
が
、
政
府
の
資
金

援
助
を
受
け
て
開
拓
を
始
め

た
。翌

年
、
明
治
天
皇
が
秋
田

・
山
形
両
県
を
主
に
東
北
巡

幸
さ
れ
た
際
、
同
開
拓
地
に

立
ち
寄
ら
れ
た
。
だ
が
、
そ

の
栄
誉
も
む
な
し
く
、
用
水

不
足
で
米
を
作
れ
な
か
っ
た

こ
と
等
か
ら
、
経
済
的
に
行

き
づ
ま
り
、
開
拓
事
業
は
失

敗
に
終
わ
っ
た
。
戦
後
、
同

開
拓
地
に
再
び
開
拓
者
が
入

植
し
た
。

戦
時
中
、
満
１４
〜
１８
歳
ま

で
の
青
少
年
を
満

州
（
現
・
中
国
東

北
部
）
に
開
拓
民

と
し
て
送
り
出
す

「
満
蒙
開
拓
青
少

年
義
勇
軍
」
の
制

度
が
あ
っ
た
（
満

州
で
の
名
称
は
、

満
州
開
拓
青
年
義

勇
隊
）
。
同
開
拓
地
に
入
植

し
た
の
は
、
同
義
勇
隊
の
引

揚
者
で
主
に
県
外
出
身
者
だ

っ
た
。
４６
（
昭
和
２１
）
年
か

ら
４９
年
に
か
け
て
４７
戸
が
入

植
し
た
が
、１８
戸
が
離
農
し
、

２９
戸
と
な
っ
た
。

標
高
６５
㍍
前
後
の
台
地
で

傾
斜
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
土

壌
は
腐
植
を
大
量
に
含
有
す

る
埴
土
だ
っ
た
。
入
植
者
は

開
拓
の
鍬
を
に
ぎ
り
、ま
ず
、

雑
穀
な
ど
の
自
給
食
糧
の
生

産
を
始
め
た
。
４８
年
、
大
張

野
開
拓
農
業
協
同
組
合
を
設

立
。
６４
年
頃
か
ら
酪
農
が
導

入
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
養
鶏

・
そ
菜
・
陸
稲
と
多
彩
な
営

農
が
行
わ
れ
た
。
現
在
は
、

野
菜
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
。

大
張
野
鬼
子
母
神
社
内

に
、
明
治
天
皇
が
巡
幸
さ
れ

た
時
に
設
け
ら
れ
た
史
跡

「
大
張
野
行
在
所
跡
」に
隣
接

し
て
、開
拓
記
念
碑
が
あ
る
。

開
拓
記
念
碑
の
除
幕
式

は
、
６５
年
９
月
に
挙
行
さ
れ

た
「
大
張
野
開
拓
二
十
周
年

記
念
大
会
」
に
お
い
て
執
り

行
わ
れ
た
。
碑
銘
は
「
拓
魂

之
碑
」
。

下
面
の
碑
文
の
末
尾
に

は
、
「
前
途
多
難
な
る
も
稲

穂
の
波
寄
せ
乳
の
流
る
る
郷

と
な
り
し
、
二
十
周
年
を
迎

へ
茲
に
開
拓
魂
を
結
集
し
初

志
の
貫
徹
を
誓
い
此
の
碑
を

建
て
る
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

裏
面
に
は
、
開
拓
者
の
氏

名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

開
拓
組
織
の
動
き

４
月
後
半
か
ら
６
月
上
旬

に
か
け
て
予
定
さ
れ
て
い

る
、
開
拓
組
織
の
主
な
行
事

は
次
の
と
お
り
。

４
月

２１
日

那
須
箒
根
酪
農
協
通

常
総
会

２７
日

栃
木
県
開
拓
農
協
通

常
総
会

５
月

１２
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

役
員
候
補
者
推
薦
委
員

会
・
理
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

役
員
候
補
者
推
薦
委
員

会
・
中
央
常
任
委
員
会

６
月

９
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

畜
産
・
酪
農
政
策
並
び

に
予
算
要
請
事
項
取
り

ま
と
め
会
議

全
開
連
理
事
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

１０
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

第
７７
回
通
常
総
会
・
政

策
等
要
請
行
動

全
国
開
拓
振
興
協
会

第
１０
回
定
時
総
会

全
開
連
人
事

（
４
月
１
日
付
）

▽
食
肉
営
業
部
次
長
（
同

部
部
長
代
理
）
永
田
努
▽
食

肉
営
業
部
部
長
代
理（
同
部
）

石
川
瑛
▽
管
理
部
電
算
室
室

長
代
理（
同
部
電
算
室
）田
邉

義
明
▽
西
日
本
支
所
（
同
支

所
福
岡
事
業
所
）
中
釜
玄
輝

採
用（
仮
配
置
）
大
貫
航

（
管
理
部
）
、
常
盤
芳
紀
（
事

業
推
進
部
）、
水
田
淳
一（
西

日
本
支
所
福
岡
事
業
所
）

２０２０年度 農業生産関連事業の年間総販売金額等
１事業体当たり

増減％

△２．３

２．５

△１５．６

△２８．３

△２０．１

△２．３
△はマイナス （農水省の資料を基に作成）

（万円）

３，１６９

４，４６４

５７３

２８６

２，０９７

３，１６９

増減％

１．４

△０．２

△３．２

△６．６

△２．２

０．１

事業体数

３２，８４０

２３，６００

５，１２０

１，２７０

１，３３０

６４，１６０

年間総販売金額
増減％

△３．０

０．０

△１８．４

△３３．０

△２１．９

△２．１

（１００万円）

９１８，６５９

１，０５３，４７７

２９，３２０

３，６２３

２７，８６８

２，０３２，９４７

農産加工

農 産 物
直 売 所

観光農園

農家民宿

農 家
レストラン

合 計

６次産業化
総 合 調 査

年
間
総
販
売
額
が
２.１
％
減
少

年
間
総
販
売
額
が
２.１
％
減
少

秋田市河辺町・大張野開拓

２０
年
度
農
業
生
産
関
連
事
業

「拓魂之碑」

「
知
っ
て
い
た
」農
業
者
の
１
割
が
取
り
組
む

農
福
連
携
に
関
す
る
意
識
・
意
向
調
査
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農
水
省
は
３
月
１０
日
、「
食

生
活
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
調

査
〜
２１
年
度
」
の
報
告
書
を

発
表
し
た
。
対
象
は
全
国
の

１５
〜
７４
歳
の
男
女
４
千
人
。

「
食
に
関
し
て
重
視
し
て

い
る
こ
と
（
複
数
回
答
）
」

は
、
「
で
き
る
だ
け
日
本
産

の
商
品
で
あ
る
」
が
４０
・
１

％
で
最
も
高
い
。
次
い
で
、

「
で
き
る
だ
け
価
格
が
安
い
」

３８
・
３
％
、「
自
分
な
り
の
は

っ
き
り
と
し
た
価
値
基
準
を

優
先
す
る
」
２５
・
８
％
だ
っ

た
。
男
女
別
で
は
、
上
位
３

項
目
全
て
で
男
女
と
も
に
６５

―
７４
歳
が
最
も
高
か
っ
た
。

「
米
、
野
菜
、
精
肉
、
鮮

魚
な
ど
の
生
鮮
品
の
国
産
意

識
（
単
数
回
答
）
」
は
、「
非

常
に
あ
て
は
ま
る
」「
ま
あ
あ

て
は
ま
る
」
が
６４
・
２
％
。

男
性
は
７９
・
４
％
、
女
性
は

８９
・
１
％
で
、
６５
―
７４
歳
が

最
も
高
い
。

「
現
在
の
日
本
の
農
業
の

課
題
の
認
知
（
複
数
回
答
）
」

は
、
「
食
品
ロ
ス
の
削
減
」

４７
・
４
％
、
「
農
業
従
事
者

の
減
少
・
高
齢
化
」
４５
・
１

％
、「
食
料
自
給
率
の
低
下
」

４１
・
６
％
の
順
。
上
位
３
項

目
全
て
で
男
女
と
も
に
６５
―

７４
歳
が
最
も
高
い
。

「
食
料
自
給
率
・
食
料
自

給
力
・
食
料
国
産
率
の
認
知

（
単
数
回
答
）
」
で
は
、
「
詳

し
い
内
容
を
知
っ
て
い
る
」

「
お
お
よ
そ
の
内
容
を
知
っ

て
い
る
」
が
、
食
料
自
給
率

は
４２
・
８
％
、
食
料
自
給
力

は
３３
・
８
％
、
食
料
国
産
率

は
２４
・
５
％
に
と
ど
ま
っ

た
。
自
給
率
・
自
給
力
・
国

産
率
の
全
て
で
、
「
詳
し
い

内
容
を
知
っ
て
い
る
」
が
男

女
と
も
に
１５
―
３４
歳
で
高
い

傾
向
が
み
ら
れ
た
。

「
食
料
自
給
率
を
高
め
る

こ
と
の
重
要
度（
同
）」は
、

「
非
常
に
重
要
」
「
重
要
」

合
わ
せ
て
６８
・
４
％
。
男
女

と
も
に
６５
―
７４
歳
が
８
割
超

で
最
も
高
い
。

「
日
本
の
食
の
未
来
を
確

か
な
も
の
に
す
る
た
め
に

『
国
』
に
期
待
す
る
こ
と
（
複

数
回
答
）
」
は
、
「
農
業
従

事
者
を
確
保
す
る
た
め
の
支

援
」
が
４１
・
７
％
、
「
効
率

的
・
省
コ
ス
ト
の
新
し
い
技

術
の
導
入
支
援
」
が
３１
・
９

％
、
「
『
食
育
』
の
推
進
や

国
産
農
産
物
の
消
費
促
進
」

が
２８
・
０
％
。
上
位
３
項
目

全
て
で
男
女
と
も
に
６５
―
７４

歳
が
最
も
高
い
。

「
日
本
の
食
の
未
来
を
確

か
な
も
の
に
す
る
た
め
に

『
生
産
者
・
食
品
関
連
事
業

者
』に
期
待
す
る
こ
と（
同
）」

は
、
「
食
料
供
給
力
を
確
保

し
、
で
き
る
だ
け
安
定
的
に

食
料
を
供
給
す
る
こ
と
」
が

４３
・
２
％
で
最
も
高
く
、
次

い
で「
品
質
や
鮮
度
が
よ
い
、

お
い
し
い
食
料
を
供
給
す
る

こ
と
」
が
４１
・
２
％
、
「
輸

入
に
頼
ら
な
い
で
よ
い
よ
う

に
、
よ
り
多
く
の
国
産
食
材

を
供
給
す
る
こ
と
」
が
３８
・

５
％
だ
っ
た
。
上
位
３
項
目

全
て
で
、
男
女
と
も
に
６５
―

７４
歳
が
最
も
高
い
。

「
日
本
の
食
の
未
来
を
確

か
な
も
の
に
す
る
た
め
の

『
消
費
者
』
の
取
り
組
み

（
同
）
」
は
、
図
の
と
お
り
。

「
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
取
り

組
む
」
が
５６
・
１
％
で
最
も

高
く
、
次
い
で
「
地
産
地
消

に
取
り
組
む
」
が
４３
・
７

％
、
「
買
物
や
外
食
時
に
、

国
産
食
材
を
積
極
的
に
選

ぶ
」
が
３３
・
６
％
だ
っ
た
。

上
位
３
項
目
全
て
で
、
男
女

と
も
に
６５
―
７４
歳
が
最
も
高

か
っ
た
。

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
は

２
月
２２
日
、
「
２２
年
１
月
消

費
者
動
向
調
査
」
の
結
果
を

公
表
し
た
。
対
象
は
全
国
の

２０
〜
７０
代
の
男
女
２
千
人
。

食
に
関
す
る
志
向
は
、「
健

康
志
向
」
が
４３
・
０
％
で
、

前
回
調
査
か
ら
２
・
４
㌽
減

少
し
た
。
２０
年
７
月
調
査
以

来
、
３
半
期
ぶ
り
に
低
下
し

た
。
年
代
別
の
傾
向
を
み
る

と
、
６０
代
が
４９
・
７
％
（
９

・
８
㌽
減
）
、
７０
代
が
５５
・

７
％
（
５
・
７
㌽
減
）
と
、

大
き
く
減
少
し
た
。

「
経
済
性
志
向
」
は
３７
・

８
％
で
、
１
・
７
㌽
増
加
し

た
。
年
代
別
に
み
る
と
、
お

お
む
ね
年
代
が
下
が
る
ほ
ど

高
い
傾
向
が
み
ら
れ
、
２０
代

が
５３
・
２
％
と
、
他
世
代
に

比
べ
て
特
に
高
い
傾
向
だ
っ

た
。
ま
た
、
他
世
代
に
比
べ

て
割
合
は
低
い
も
の
の
、
６０

代
は
３０
・
６
％
（
５
・
８
㌽

増
）
と
、
大
き
く
増
え
た
。

「
簡
便
化
志
向
」
は
３７
・

１
％
で
、
前
回
か
ら
２
・
１

㌽
増
だ
っ
た
。
経
済
性
と
同

じ
く
、
年
代
が
低
く
な
る
ほ

ど
割
合
が
高
い
傾
向
だ
っ

た
。
４０
代
以
外
の
全
年
代
で

上
昇
し
て
い
る
。

食
料
品
を
購
入
す
る
と
き

に
「
国
産
品
か
ど
う
か
を
気

に
か
け
る
か
」
で
は
、
「
気

に
か
け
る
」が
６９
・
９
％
で
、

前
回
か
ら
１
・
６
㌽
上
昇
し

た
。
「
気
に
か
け
な
い
」
は

微
減
。
年
代
別
に
み
る
と
、

７０
代
が
８３
・
２
％
と
最
も
高

く
、
年
代
が
上
が
る
ほ
ど
高

い
傾
向
だ
っ
た
。

「
生
鮮
食
品
の
値
上
げ
に

対
す
る
価
格
許
容
度
」
は
、

図
の
と
お
り
で
、
「
許
容
で

き
な
い
」
が
全
て
の
食
品
で

３
割
を
超
え
た
。
年
代
別
で

は
、２０
代
が
全
て
の
食
品
で
、

「
許
容
で
き
な
い
」
が
最
も

高
か
っ
た
。

「
今
後
許
容
を
超
え
る
食

品
の
値
上
げ
が
続
い
た
場
合

の
消
費
」に
つ
い
て
は
、「
今

ま
で
ど
お
り
購
入
」
は
米
が

５３
・
０
％
と
最
も
高
く
、
次

い
で
卵
が
４７
・
５
％
、
野
菜

が
４３
・
０
％
だ
っ
た
。
一
方
、

「
減
ら
す
」
は
、
果
物
が
３９

・
３
％
、
牛
肉
が
３５
・
０
％

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

（
一
社
）
日
本
ロ
ボ
ッ

ト
工
業
会
等
は
３
月
１０

日
、「
２
０
２
２
国
際
ロ
ボ

ッ
ト
展
」
を
開
催
し
た
。

「
ス
マ
ー
ト
農
業
の
新
た

な
展
開
〜
デ
ー
タ
活
用
の

加
速
化
に
向
け
た
標
準
の

活
用
」
と
題
す
る
討
論
会

も
開
か
れ
た
（
写
真
）
。
ス

マ
ー
ト
農
業
普
及
の
た
め
の

今
後
の
課
題
と
し
て
、
「
標

準
化
」
の
重
要
性
が
強
調
さ

れ
た
。

「
標
準
化
」
と
は
、
企
業

間
や
団
体
間
な
ど
で
、
デ
ー

タ
を
共
通
し
て
使
え
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
指
す
。

１
つ
目
の
テ
ー
マ

は
、
「
デ
ー
タ
交
換
の

標
準
化
を
進
め
る
こ
と

で
期
待
さ
れ
る
こ

と
」
。
パ
ネ
ラ
ー
の
東

京
大
学
大
学
院
の
二
宮

正
士
教
授
は
、
「
標
準

化
」
を
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
他
の
ア
プ
リ

を
使
い
始
め
た
ら
、
今

ま
で
使
え
て
い
た
デ
ー

タ
が
使
え
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な

問
題
を
解
決
で
き
る
と
指

摘
。
一
橋
大
学
の
江
藤
学
教

授
も
、
昔
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
同
じ

会
社
同
士
で
し
か
で
き
な
か

っ
た
が
、
他
の
電
話
会
社
同

士
で
も
送
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
企
業

間
の
垣
根
に
と
ら
ら
わ
れ
な

い
デ
ー
タ
の
標
準
化
が
必
要

だ
と
し
た
。

ま
た
、
二
宮
教
授
は
、
い

も
ち
病
の
発
生
予
測
な
ど

も
、
一
つ
の
県
で
開
発
し
た

仕
組
み
や
デ
ー
タ
が
そ
の
県

で
し
か
使
え
な
い
欠
点
を
、

標
準
化
が
補
う
と
指
摘
。
ま

た
、
他
社
の
農
機
と
ト
ラ
ク

タ
ー
の
連
携
も
上
手
く
い
く

よ
う
に
な
る
と
し
た
。
農
研

機
構
の
元
林
浩
太
氏
か
ら

は
、
同
機
構
で
、
毎
年
、
海

外
の
農
機
具
と
日
本
の
農
機

を
上
手
く
連
携
さ
せ
る
仕
組

み
の
普
及
の
た
め
の
研
究
を

続
け
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
。生

産
者
の
視
点
に
立
っ
た

時
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及

に
最
も
重
要
な
の
が
、
「
一

度
買
っ
た
機
械
が
長
く
使
え

る
こ
と
」
「
１
度
得
た
デ
ー

タ
を
他
社
の
機
械
で
も
使
い

回
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」

の
２
つ
。
こ
の
２
つ
が
標
準

化
の
目
指
す
と
こ
ろ
と
な

る
。２

つ
目
の
テ
ー
マ
の
「
実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き

こ
と
」で
は
、
二
宮
教
授
が
、

今
基
準
が
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
日
本
が
も
っ
と
前
に

出
て
世
界
標
準
に
し
て
い
く

べ
き
だ
と
訴
え
た
。

総
括
と
し
て
、
「
間
違
い

な
く
、
農
業
の
自
動
化
は
進

ん
で
い
く
」
と
し
た
。
農
水

省
も
中
心
と
な
り
ス
マ
ー
ト

農
業
の
普
及
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
農

業
の
自
動
化
と
標
準
化
を
推

進
し
て
い
く
と
し
た
。

エ
ス
テ
ー
㈱
は
３
月
９

日
、
「
自
宅
で
の
野
菜
摂
取

に
関
す
る
実
態
調
査
」
の
結

果
を
公
表
し
た
。
週
１
回
以

上
野
菜
を
使
っ
て
自
宅
で
料

理
を
す
る
２０
〜
６９
歳
の
男
女

６
０
９
人
か
ら
回
答
を
得
た

も
の
。

「
コ
ロ
ナ
禍
の
野
菜
摂
取

に
つ
い
て
（
単
一
回
答
、
全

体
）
」
は
、
「
増
え
た
」「
や

や
増
え
た
」
が
合
わ
せ
て
４２

・
４
％
だ
っ
た
。
「
増
え
た

理
由
（
複
数
回
答
、
２
５
８

人
）
」
は
、
「
栄
養
が
摂
れ

る
か
ら
」が
７４
・
０
％
、「
健

康
で
い
た
い
か
ら
」
が
６６
・

７
％
、
「
美
味
し
い
か
ら
」

が
５０
・
８
％
の
順
。

「
購
入
す
る
機
会
が
多
い

野
菜
（
同
、
全
体
）
」
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
が
７７
・
７
％
、
タ

マ
ネ
ギ
が
７１
・
６
％
、
ニ
ン

ジ
ン
が
５９
・
３
％
の
順
で
高

い
。
日
持
ち
し
や
す
い
野
菜

が
上
位
だ
っ
た
一
方
、
レ
タ

ス
や
ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
、
傷

み
は
早
い
が
、
葉
物
類
も
多

く
購
入
さ
れ
て
い
る
傾
向
が

み
ら
れ
た
。

「
野
菜
を
食
べ
き
れ
ず
廃

棄
し
て
し
ま
っ
た
経
験
が
あ

る
か
（
単
一
回
答
、
同
）
」

は
、「
い
つ
も
」「
よ
く
あ
る
」

「
時
々
」「
何
回
か
」「
一
度

だ
け
」
を
合
わ
せ
て
７８
・
８

％
の
人
が
廃
棄
経
験
が
あ
っ

た
。
「
廃
棄
し
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
野
菜（
複
数
回
答
、

４
８
０
人
）
」
は
、
キ
ャ
ベ

ツ
が
３７
・
３
％
、
レ
タ
ス
が

２３
・
５
％
、
キ
ュ
ウ
リ
が
２０

・
６
％
の
順
。

「
野
菜
の
困
り

ご
と（
単
一
回
答
、

全
体
）
」
で
は
、

「
使
い
き
れ
な
い

た
め
購
入
を
た
め

ら
っ
た
」
が
５０
・

４
％
と
半
数
に
上

る
。「
傷
み
や
す
く
保
存
方
法

に
困
る
野
菜
（
複
数
回
答
、

同
）
」
は
レ
タ
ス
が
４８
・
８

％
、
キ
ャ
ベ
ツ
が
２０
・
９

％
、
キ
ュ
ウ
リ
が
２０
・
７
％

の
順
。
キ
ャ
ベ
ツ
・
レ
タ
ス

が
、
人
気
が
あ
る
反
面
、
保

存
に
悩
ん
で
い
る
人
が
多

く
、
食
べ
き
れ
な
い
こ
と
が

購
入
の
弊
害
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

「
購
入
時
に
重
視
す
る
こ

と
」
は
図
の
と
お
り
。
価
格

に
次
い
で
、
鮮
度
が
高
い
。

「
購
入
す
る
と
き
の
野
菜
の

状
態（
単
一
回
答
、
同
）」は
、

「
カ
ッ
ト
し
て
い
な
い
丸
の

ま
ま
」
が
６９
・
４
％
と
最
も

多
い
。「
鮮
度
を
保
つ
た
め
の

工
夫
（
複
数
回
答
、
同
）
」

は「
何
か
工
夫
し
て
い
る
」が

７９
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
、自
宅
で
野
菜
摂
取
増
４
割

食
の
重
視
点「
日
本
産
」４
割
ト
ッ
プ

食
の
重
視
点「
日
本
産
」４
割
ト
ッ
プ

購
入
機
会
キ
ャ
ベ
ツ
が
約
８
割
で
ト
ッ
プ

男
女
と
も
高
年
代
が
最
多

「健康志向」が４割強でトップ
日本公庫の消費者動向調査から

ス
マ
ー
ト
農
業
普
及

「
標
準
化
」が
カ
ギ
に

２
０
２
２
年
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展
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（公財）中央果実協会等が主催する
「第２３回全国果樹技術・経営コンクー
ル」が開催された。同コンクールは毎
年度開催され、生産技術・経営内容と
もに優れ、他の模範となる優秀と認め
られた生産者に賞が贈られる。
２１年度の大会では、戦後開拓農家で

な つ お あ き こ

ある小川夏生さん・哲子さん夫妻が優
秀な成績を修め、農林水産省農産局長
賞を受賞した。
小川夫妻の営農する「小川果樹園」

し か き ま ち

は、熊本県天草市志柿町にある。一昨
年も熊本県農業コンクールで特別賞を
受賞するなど、活躍が続いている。夏
生さん（４７歳）は果樹園の三代目で、
現在、哲子夫人と一緒に、子息である
か い と

海都さん、二代目の父・博幸さん、母

・よしみさんと、家族三代に渡る５人
の家族経営で、力を合わせて精力的に
営農を行っている。
小川果樹園のスタートは、１９４７（昭
和２２）年に、初代の元一郎さんが「志
柿開拓地」に入植したことがきっかけ。
満州（現・中国東北部）の満鉄に勤め
ていた元一郎さんは帰国後、イモや麦
などを育てた。農業高校を卒業した博

は じ

幸さんが、当時少しずつ育て始めてい

た温州ミカンからス
タートし、甘夏を取
り入れたことで、順
調に農地を広げ、カ
ンキツ類の専業農家
に転向。０４年、県立
農業大学を卒業後企
業で就業していた夏
生さんが、加温「不
知火」のハウス整備
を契機に就農したことをきっかけにバ
トンタッチ。さらに規模拡大し順調に
成功している。
現在の小川果樹園は、中晩生カンキ
ツ５０３ａを管理している。内訳は、加温
「不知火」２０ａ、無加温「不知火」１６ａ、
簡易屋根掛け「不知火」１５ａ、露地「不
知火」１８８ａ、「河内晩柑」１７０ａ、「ポ
ンカン」７５ａ、他カンキツ１９ａ。
受賞の要となったのは、「徹底した
省力化」の実現。手間のかかる薬剤防
除でＳＳ（自走式噴霧機「スピードス

プレーヤー」）防除体系を組み込み、
１回の防除を約１日で実施している。
成熟期が異なる様々な中晩生カンキツ
の組み合わせにより、１２月～７月の出
荷期間の労働時間を均一に分散させて
いる。
農協出荷と個人販売を組み合わせた
複数品種の長期販売で所得の安定を図
る工夫をしており、昨今の人気商品は
「デコポン」と「河内晩柑」。博幸さ
んが地域でいち早くスタートし、４０年
ほど前から続けている宅配の注文のほ
か、電話注文を中心として販売してい
る。
夏生さんの今後の目標は、さらに栽
培面積を増やし、規模拡大を続けるこ
と。また、時代に合った経営を常に心
がけている。今後見込まれる高齢化に
も対応できるよう、樹高を下げて摘果
などの管理がしやすいように工夫もし
ている。
親子四代続く小川果樹園の今後のさ
らなる盛り上がりが期待される。

カンキツの糖度は土壌水分の影響を
受け、適度な乾燥ストレスを与えるこ
とにより上昇し、高品質なものが生産
できる。過度なストレスを与えるとカ
ンキツの酸度が上がる・樹体にダメー

ジを与えるなどの悪影響がある。適切
なストレスの度合いは生産者の経験と
勘に頼っている状態のため、的確に把
握する技術が求められている。
農研機構は、従来の土壌水分計での、
「カンキツが乾燥ストレスを受け始め
る前に測定限界に達する」「測定値が
変化しなくなる」などの問題を克服し
た水分計を開発。３月７日に標準作業
手順書を公開した。
開発した水分計は低水分領域の測定
に特化している（写真）。土壌の乾燥
程度に応じて水位が下がるため、低下
量でカンキツが受けている乾燥ストレ
スを把握する構造となっている。
塩ビ管内の水位を生産者が目視で確

認し、かん水管理に役立てる使い方
を想定。現在、スマート農業での活
用が可能になるよう、自動計測し、
測定値をウェブ上で公開することに
より産地全体で情報を共有するシス
テム開発に取り組んでいる。
完成品は１本９５００円、ポーラスカ
ップや塩ビ管等の部品のみを販売す
る組み立てキットは１セット６０００円
で、既に販売が開始されている。

白ネギの栽培では、台風・強風前に
う ね

畝肩の土を株元に押しこみ倒伏防止対
策を行うほか、軟白長を確保するため
最終土寄せ時に株元を土で締めるが、
手作業で行うため手間がかかる。
鳥取県農業試験場は民間企業との共
同研究で、作業負担が少なく作業効率
に優れた、白ネギの株元まで土寄せで
きる培土器を開発した。
～使用方法～
培土器は複数のローラーが付いてい
て、歩行型管理機に装着して使う。ロ
ータリーを稼働させずに後進し、両サ
イドの土を同時に寄せることができ
る。実証は①条間１００㎝の砂丘畑の白ネ
ギほ場、②湿潤状態（施工前１週間に
計３００㎜程度の降水量）の黒ぼく土壌の
２ヵ所で行った。
～作業能力の結果～
①と②の両方で強風対策と、培土板

を装着することで軟白長の確保ができ
るように土寄せができた。作業時間は、
慣行の手作業で８時間/１０ａのところ、
１時間/１０ａと、８分の１の時間で完了
した。また、夏ネギでの軟白長の規格
合格率は、培土板なしの４６％に対して、
培土板ありでは１００％だった。
なお、実証後、同培土器は改良が行
われて販売が開始されている（写真）。
実証時点では管理機の後方だった培土
器の装着位置が前方に変わったことか
ら、ローラーの位置も前方になった。
作業時に視界の範囲で土寄せ作業の確
認が行えるようになり、後進ではなく
前進で使える。価格は約７万円となっ
ている。

カンキツ用簡易土壌水分計の構造

農研機構の資料から

写真提供 : 共同研究機関

露地栽培のアスパラの管理で、夏
秋期に萌芽する若茎（夏芽）の収穫
を毎日行うことは労力がかかる。立
茎数の増加が茎枯病の多発や、翌年
の春どりの減収を招く。
長野県野菜花き試験場は、週１回
の夏芽収穫で茎枯病の発病軽減と翌
年春の収量が増加することを実証し
た。
○方法
７年株（１５年）から１０年株
（１８年）を供試。１５年には試
験区として２５㎝以上の若茎
（夏芽）を週３回収穫して立
茎数の増加を制限した夏芽収
穫区、１６年・１７年は立茎した
後、週１回夏芽を全て収穫す
る区、２５㎝以上の夏芽を週２

ま た

回又は３回収穫する区を設
け、それぞれ対照区に収穫を
行わない無収穫区を設けた。
防除は立茎始期に殺菌剤を
３～５日おきに４～５回連続
散布（重点防除）した後、秋季まで
１０～１５日おきに散布した。また、い
ずれの区も９月上中旬まで、茎枯病
に罹病し病斑が認められた茎は、ま
ん延を防ぐため随時地際で切除し、
ほ場外に持ち出した。

○結果
夏芽収穫の有無により、１５～１６年は
夏秋・春どりの合計で１４３８㎏/
１０ａ、対照区は４３１㎏/１０ａと、３
倍以上の収量を確保できた。１６
～１８年の収量では、１６年夏秋・
１７年春・１７年夏秋・１８年春どり
で合わせて、夏芽週１回収穫区
が２１４０㎏/１０ａ、週２回区が２５６５
㎏/１０ａ、週３回区が３１３３㎏/１０
ａ、対照区で１１４２㎏/１０ａで、全
ての区で対照区を上回った。ま
た、茎枯病の発病度は、試験区
でも少数発生があったものの、
３区とも対照区の２分の１～３

分の１程度に抑えることができた。
同試験場は留意点として、夏芽収穫
の頻度が高くなると収量が高まるた
め、生産者・経営体の労力、時期など
に応じて収穫頻度を選択する必要があ
ることなどを挙げている。

受賞した小川夫妻

写真提供：
小川夏生さん

小川果樹園にて

左から博幸さん、海都さん、よしみ
さん、夏生さん、哲子さん

写真提供：（一社）熊本県農業会議

写真提供 : 長野県野菜花き試験場

夏芽収穫を
行ったほ場

行わず過繁茂に
なったほ場

小川夫妻（熊
本）カンキツ栽培で局長賞

省力化徹底の家族経営が評価受け

カンキツ用簡易土壌
水分計の手順書公開
乾燥ストレスをコントロール

台風・強風前の土寄せ省力化

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
茎
枯
病
軽
減
と
収
量
向
上
へ

週
１
回
の
夏
芽
収
穫
で

白ネギ用ローラ
ー式培土器開発
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乳房炎の発症は酪農経営の大きな課
題であり、乳量・乳質が低下し、酪農
家に多大な損失を与える。予防や症状
の軽減の方法が求められている。
宮城県畜産試験場は、共同研究機関
とともに、枯草菌含有飼料添加物が入
った「プロバイオティクス飼料（Bac
illus subtilis C－３１０２株を有効成分）」
を給与し、乳腺粘膜免疫の活性化によ
り乳房炎を予防できないかを検討し

た。その結果、発症率などを低下させ
ることができることを実証した。
▽方法
ホルスタイン種未経産牛を「対照区」
に１１頭、「給与区」に１２頭供試。給与
区では、分娩１ヵ月前からプロバイオ
ティクス飼料（Bacillus subtilis C－
３１０２株）を６×１０９個／頭／日給与した
（写真）。乳房炎の発生状況・発症牛
の１日当たりの投薬日数・出荷停止日

数を調査した。また、体細胞リニアス
コアを測定した。
▽結果
試験の結果は、表のとおり。いずれ
の項目でも、給与区が対照区よりも良
好な状態を維持した。体細胞リニアス

コアの平均値も、対照区と比べ給与区
は低い値で推移し、特に分娩後３５日か
ら７０日間は有意に低い値を示した。
以上のことから、プロバイオティク
ス飼料の給与は、未経産牛に対して乳
房炎発症予防効果があることが示され
た。同試験場は留意点として、乳房炎
を無くす方法ではなく、発症や症状を
抑える方法であることを挙げている。

乾乳期間の短縮が泌乳成績や分娩間
隔などに及ぼす影響は不明な点が多
い。福岡県農林業総合試験場は、乾乳
期間を３０日に短縮し、乳量を低下させ
ずに繁殖成績を向上できることを実証
した。
～実証方法～
分娩予定の３０日前に乾乳する「短縮
区」に５頭（２産牛４頭、５産牛１頭）、
分娩予定の６０日前に乾乳する「慣行区」
に５頭（２産牛３頭、３産牛１頭、５
産牛１頭）を配置。分娩後２０週まで調
査した。
飼料給与は９・１７時の１日２回、飲
水・舐塩は自由とした。飼料は３種類。
乾乳前期飼料はイネ科牧草ラップサイ

レージの飽食、可消化養分総量（ＴＤ
Ｎ）８５．３％、粗タンパク質（ＣＰ）２０．０％
の配合飼料１㎏／回。乾乳後期飼料は
乾物当たりＴＤＮ６９．６％、ＣＰ１１．９％、
泌乳期飼料は乾物当たりＴＤＮ
７５．７％、ＣＰ１６．９％に設計し、チモシー
乾燥、オーツ乾草、アルファルファミ
ール、圧ぺんトウモロコシ、圧ぺん大
麦、加熱ダイズ、ふすま、綿実を混合
飼料（ＴＭＲ）として飽食給与した。
短縮区は、分娩まで乾乳後期飼料、
分娩後は泌乳期飼料を給与。慣行区は
分娩予定２２日前まで乾乳前期飼料、２１
日前～分娩まで乾乳後期飼料、分娩後
は泌乳期飼料を給与。
～結果～

泌乳成績は、２０週間の合計乳量が短
縮区は５７３５㎏、慣行区は６８９６㎏で、泌乳
前期の乳量が抑制された。短縮区では
乾乳前の乳期の最後に搾乳期間を３０日
延長できることなどから、通産乳量で
は、すべての産次で慣行区と同等以上
になることが示唆された。
乾物摂取量は両区とも同等で推移。
ＴＤＮ充足率は短縮区が５週で１００％

を超え、慣行区は１４週まで１００％を下回
った。体重・ＢＣＳは図のとおり。
分娩時の状況は、短縮区の在胎日数
が２７８日・子牛体重が４４．０㎏、慣行区が
２８０日・４７．０㎏と、有意差はなかったが、
並行して行った牛群検定成績の分析で
は２～４産牛のいずれも短縮区の分娩
間隔が４～９日短くなり、繁殖成績の
向上が示唆された。

豚熱などの感染を拡げるイノシシな
どの野生鳥獣の侵入の防止は大きな課
題となっている。特に、柵の設置が困
難な水路などから侵入する獣類を防ぐ
ことが重要である。
山口県農林総合技術センターは、の
れん式チェーン電気柵を設置し、成獣
イノシシの侵入阻止に成功した。
◆方法
のれんのすだれの間隔は８㎝程度、
チェーンと地面・水面の距離は１５㎝程
度とした（写真）。また、チェーンが
ゆるみ、安定したのれんにならないた
め、絶縁のポールを上部の支柱に使い
設置。獣類の侵入防止効果は赤外線セ
ンサーカメラを４台設置し、３月４日
～６月１７日の１０６日間監視した。
◆結果
試験で高さを合わせた成獣のイノシ
シは、撃退６匹、警戒（逃げたもの）
５匹と、近付いた個体の全ての侵入を
回避した。幼獣であるウリボウなど、
小型の獣類は突破、侵入してきた。

水路に侵入防止柵を設置する際の、
土砂やゴミが柵に溜まり破損する等の
問題を解決できた。多くの獣類が河川
を使って移動する。水路など侵入防止
柵を設置しにくい箇所に設置でき、侵
入防止効果が高いことが示された。
同センターは留意点として、小型の
獣類などにも合わせ、チェーンの高さ
と間隔を調整する必要があることを挙
げている。特に高さ調整では、河川が
増水した場合の水位にも注意が必要。
また、畜舎周りを電気柵で防除して
いない場合、柵を設置するために電牧
器の本体を要し、費用が発生する。

のれん式チェーン電気柵を設置した様子

山口県農林総合技術センターの資料から

新型コロナウイルスによる休校や飲
食店などの営業自粛などの影響から、
ここ２年、牛乳の消費は度々大量廃棄
の危機に直面している。
今年も、休校等のリスクなどの不安
定な消費の情勢や、ゴールデンウィー
クなどの長期休暇による学校での牛乳
消費が休止されることから、処理不可
能乳が発生するおそれがある。

農水省は今年も、関係機関とともに
「ＮＥＷ（乳）プラスワンプロジェク
ト」を実施し、春の牛乳消費の維持・
拡大を呼びかけている。
今年の取り組みでは、「給食のない
日に牛乳飲もう！プロジェクト」など
も関連団体で推進されているほか、牛
乳・乳製品を使ったレシピの紹介、牛
乳・乳製品の通信販売サイト一覧の公
表や、いつもよりもう１杯多く牛乳を
飲んだり、１本多く購入することなど
を、引き続き呼びかけていく。

桜前線の北上と共に南の国から
ツバメが渡ってきました。田畑で
虫を捕食する益鳥ですが、伝染病
の伝播を考えると豚舎、飼料倉庫
等での営巣は避けなくてはなりま
せん。
先月は給餌器の開口部の点検で
飼料の無駄を少なくする管理を行
いました。
本格的な暑さを迎える前の今の

と す い

時期に、給水器の吐水量の点検を

行いたいものです。離乳後の子豚
は毎分０．２リットル、水を容易に飲
めないと人工乳の摂取量も増えま
せん。特に離乳体重の小さい個体
は給水器での飲み方を知らないも
のもいるので、覚えさせる必要が
あります。
日齢の経過に合わせ水圧を上げ
て、ストレスなく飲水行動ができ
るよう細かな対応が求められま
す。母豚には毎分２リットルの吐
水量を確保したいものです。
十分な飲水を確保し、飼料効率
の無駄を少なくするために、飲水
器の再点検を行いたいものです。

（全開連参事 臼井靖彦）

プロバイオティクス飼料を
摂取する牛の様子乳房炎対策にプロバイオティクス飼料

発症予防・早期治癒に効果

乾乳期間３０日に短縮で繁殖成績向上
体重減少・ＢＣＳ低下を防止

ＮＥＷ（乳）プラスワン
プロジェクト実施中
休暇期間中の牛乳消費維持目指す

河川や水路からのイノシシ侵入を防除
のれん式チェーン電気柵の設置で
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牛伝染性リンパ腫（旧名称 : 牛白血
病）は、家畜伝染病予防法により届出
伝染病に指定されている。全国的に発
生頭数が増加している。肥育牛におい
ても、出荷後、と畜場で牛伝染性リン
パ腫と診断され、全廃棄となるケース
が増えており、経済的損失が大きい。
【発生状況】
届け出が義務付けられたのは１９９８

（平成１０）年で、全国の発生頭数は９９
頭だった。以降、年々増加し、２０１２年
には２千頭を超えた。ここ１０年、増加
の一途をたどり（図）、２０年は２０７５戸
で４１９７頭、２１年は２１６６戸で４３７１頭発生
している。
【原因】
牛伝染性リンパ腫ウイルス感染によ

る地方病性と、原因不明の散発性に分
けられる。発生のほとんどは地方病性
である。以下、地方病性の牛伝染性リ
ンパ腫について紹介する。
【症状】
ウイルスに感染しても多くの牛が無
症状のため、生産者が気付かないこと
が多い。発症牛の特徴的な変化は、元
気消失、食欲不振、下痢、痩せてくる、
体表リンパ節の腫れ、眼球突出など。
感染した牛は、ウイルスを生涯保有し、
感染源となる。
【感染経路】
ウイルスを含む血液や乳汁が牛の体
内に入ることで感染が拡がる。
①垂直感染（感染母牛から子牛への
感染）

・子宮内や産道で感染
・初乳摂取により感染
②水平感染（外部から
の感染。感染牛から同居
牛への感染）
・サシバエやアブなど
の吸血昆虫の媒介で感染
・人の行為（衛生管理
の不備による血液を介し

でん ぱ

た伝播）
【対策】
現在、有効なワクチンや治療法はな
い。ウイルスを農場に持ち込ませない
こと、感染経路を遮断することが重要
である。
発生があった農場では、ウイルスに
感染した牛の頭数が多い傾向がみられ
る。農場の浸潤状況の把握が重要で、
家畜保健衛生所や関係機関等と協力し
て定期的に検査を実施する。
垂直感染を防ぐため、初乳対策では、
市販の初乳製剤の活用などが推奨され
ている。

スモール・素牛導入型の肉用牛経営
では、水平感染の対策が重要となる。
吸血昆虫の侵入防止のため、牛舎の入
り口や窓などに防虫ネットを設置す
る。吸血昆虫の発生場所、休息場所を
なくすことも重要。牛舎内の清掃、牛
舎周辺の草刈りを行う。薬剤を使用す
る場合は、用法容量を守る。
人為的感染を防ぐため、器具の連続
使用はしないこと。血液が触れる可能
性のある除角、去勢、削蹄、耳標装着
などで用いた器具は１頭ごとに洗浄・
消毒してから、他の牛に使用するなど、
衛生対策を徹底する。

農水省は３月１０日、２１年産飼料作物
の作付（栽培）面積及び収穫量を公表し
た。全国の飼料作物計の作付面積は、
飼料用米や稲発酵粗飼料（ＷＣＳ）用稲
などの増加により１００万 haを超えた。
全国の飼料作物計の作付面積は１００

万１千 ha で、前年産に比べ４万５３００
ha（５％）増加した。１７年産から減少
傾向で推移していたが、増加に転じた。
田畑別では、田が４万５５００ha （２１％）
増の２６万２千 ha、畑が前年産並みの７３
万８８００ha だった。
牧草、青刈りトウモロコシ及びソル

ゴーを対象に、全国の収穫量調査を実
施している。
◇牧草の作付面積は１６００ha（０．２％）
減の７１万７６００ha で前年産並み。１０ａ当
たり収量は３３４０㎏で前年産を３０㎏
（１％）下回ったことから、収穫量は
２６万５千ｔ（１％）減の２３９７万９千ｔ
となった。近年、作付面積及び収穫量
は減少傾向で推移している。
都道府県別の収穫量割合は、全国の

７０％を北海道が占め、次いで鹿児島が
５％、岩手と宮崎がともに４％となっ
ている。

◇青刈りトウモロコシの作付面積は
３００ha（０．３％）増の９万５５００ha で前年
産並み。１０ａ当たり収量は５１４０㎏で前
年産を１８０㎏（４％）上回ったことから、
収穫量は１８万６千ｔ（４％）増の４９０万
４千ｔとなった。作付面積及び収穫量
は維持されている。
都道府県別の収穫量割合は、全国の

６５％を北海道が占め、次いで栃木が
５％、岩手・宮崎がともに４％となっ
ている。

◇ソルゴーの作付面積は、他作物へ
の転換等により、５００ha（４％）減の１
万２５００ha。１０ａ当たり収量は４１１０㎏で
前年産を３０㎏（１％）下回ったことか
ら、収穫量は２万３３００ｔ（４％）減の５１
万４３００ｔとなった。近年、作付面積及
び収穫量は減少傾向で推移している。
都道府県別の収穫量割合は、宮崎

２４％、長崎１８％、鹿児島１３％、大分・
熊本がともに７％と、この九州５県で
全国の６９％を占めている。

（一社）日本家畜人工授精師
協会が３月１７月に公表した「乳
用牛への黒毛和種の交配状況」
（速報、２１年１０～１２月期）によ
ると、交配割合（全国平均）は
３８．２％（前期比０．１㌽減、前年同
期比３．０㌽増）で、前期に引き続
き高水準となっている。北海道
は２６．３％（１．２㌽増、２．９㌽増）、都府県
は５３．１％（１．７㌽減、３．４㌽増）だった。
都府県の交配割合を地域別にみる

と、東北３８．５％（前期比０．３㌽減）、関
東５４．４％（０．２㌽減）、東海５４．７％（５．８
㌽減）、北陸４８．７％（６．４㌽減）、近畿
６４．３％（３．５㌽減）、中四国７１．３％（１．４
㌽減）、九州６５．１％（４．６㌽減）と全地
域で下がっている。

全国の延べ人工授精頭数は３１万
１９７２頭（前期比４．１％増、前年同期比
４．６％減）で、うち北海道は２６万３２１頭
（１．５％増、３．６％減）で８３．４％を占め
ている。都府県は５万１６５１頭（１９．２％
増、９．４％減）だった。
また、性選別精液（乳雌）の利用
割合（全国平均）は１８．１％（０．８㌽減、
０．４㌽増）とやや低下した。

（一社）家畜改良事業団は２月７日、
供用している黒毛和種種雄牛の「生時
体重ゲノミック育種価」を公表した。
交配する種雄牛の選定など、現場での
活用を勧めている。
以前より、繁殖・繁殖肥育一貫農家
から、利用する種雄牛の子の生時体重
の大きさを知りたい等の要望があっ
た。同事業団は２００９年１月～２１年１０月、
協力農家の４万１５３９頭の授精記録・分
娩記録・生時体重のデータを収集し、
ＤＮＡ情報及び血統情報を用い、分析。
生時体重には、様々な要因が関与して
いる。大きく関わっている在胎期間の
効果も含めて、ゲノミック育種価を算

出した。
種雄牛の遺伝能力評価項目の１つと
して、生時体重ゲノミック評価を実用
化した。種雄牛それぞれに、子の雄雌
別の生時体重（平均 kg）±標準偏差、
在胎期間（平均日数）±標準偏差など
を表示している。
同事業団はこれまでに、種雄牛のゲ
ノミック育種価として、枝肉６形質（枝
肉重量、ロース芯面積など）、脂肪酸
組成（一価不飽和脂肪酸、オレイン酸
の割合）を公表している。生時体重ゲ
ノミック育種価が加わったことで、そ
の活用による繁殖・肥育成績の向上が
期待される。

乳用種・交雑種で発動
牛マルキン２月分

農畜産業振興機構は４月８日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の２２年２月分の交付金単価を公表し
た。乳用種と交雑種で標準的販売価格
が標準的生産費を下回ったため、交付
が行われる。交雑種は４ヵ月ぶりの発

動。肉専用種は、岩手県の日本短角種
でのみ発動した。
交付金単価（１頭当たり、概算払い）
は、乳用種が４万７１７４．７円（前月は４
万５２７４．８円）、交雑種は８４４９．５円。
乳用種は前月分と比較すると、販売
価格の低下等により、生産費と販売価
格の差額が拡大し、交付金は増額とな
った。

牛伝染性リンパ腫が全国的に増加牛伝染性リンパ腫が全国的に増加
感染経路の遮断が重要

２１年産 飼料作物面積１００万 ha超
飼料用米増加、牧草は前年産並み

種雄牛の生時体重ゲノミック育種価公表 家畜改良
事 業 団

全国平均３８．２％、高水準横ばい
２１年１０～１２月期 乳用牛への黒毛和種交配率
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

「まん防」解除
で、外食・行楽
需要の回復期待

３月は、新型コロナウイルス感染症
対策の「まん延防止等重点措置」が１８
都道府県で２１日まで延長されたこと
や、決算月だったこと等から、荷動き
は鈍かった。だが、東京市場の枝肉相
場は、軟調だった前月相場から反発し、
各品種で上がった。
【乳去勢】３月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は１０６９円（前年同月比１０８％）
となり、前月に比べ７４円上げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、４月の乳用種の全国出荷頭数は２
万６２００頭（９６％）で引き続き前年同月
を下回ると見込んでいる。
【Ｆ１去勢】３月の東京市場の交雑種

（Ｆ１）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ３
が１５４８円（前年同月比９７％）、Ｂ２は
１３８７円（９５％）となった。前月に比べ
それぞれ１２３円、１５９円上げた。
同機構は４月の交雑種の全国出荷頭
数を２万１５００頭（１０９％）と、増加基調
が続くと予測している。
【和去勢】３月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２４１５
円（前年同月比９３％）、Ａ３は２２０４円
（９２％）となった。前月に比べそれぞ
れ１５２円、１５９円上げた。
同機構は４月の和牛の全国出荷頭数
を４万２８００頭（１０２％）と、増加に転じ
ると予測。牛全体の出荷頭数は９万

１９００頭（１０１％）で前年同月をわずかに
上回ると見込んでいる。
一方、４月の輸入量は総量で４万３００
ｔ（７３％）と予測。内訳は冷蔵品１万
７８００ｔ（７０％）、冷凍品２万２５００ｔ

（７６％）。冷蔵品は、豪州
及び米国における現地価格
の高止まりに加え、船積み
の混乱や入船遅れ等によ
り、前年同月を大幅に下回
ると予測。冷凍品も、冷蔵
品と同じ理由で前年同月を
大幅に下回ると見込んでい
る。
まん延防止等重点措置が
３月２２日に全面解除され
た。感染状況再拡大の懸念
はあるものの、外食需要や
行楽需要が徐々に回復する
ことが期待される。大型連
休向けの手当てが活発化す

ることも見込まれる。
輸入量が大幅に減ると予測されてい
る。乳牛去勢は底堅い相場展開が継続
すると予想される。交雑種、和牛は強
含みの展開か。ただ、消費者の節約志
向から、和牛５等級の荷動きは不透明
である。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が１０００～
１０５０円、Ｆ１去勢Ｂ３が１４５０～１５５０円、
Ｂ２は１３００～１４００円、和牛去勢Ａ４が
２４００～２５００円、Ａ３は２２５０～２３５０円で
の相場展開か。

外食向けの荷動
きと出荷頭数減
で堅調な展開か

３月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が５０７円（前年同月比
１０６％）、中物は４６９円（１０５％）となっ
た。前月に比べそれぞれ４円、１７円下
げたものの、内食需要に支えられ、相
場は底堅く推移した。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、４月は１３８万６千頭（前年同月比
９６％、平年比９９％）、５月は１３３万頭
（１０２％、９９％）と平年をやや下回って
推移する見込み。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、４月の輸入量は総量で８万８４００ｔ
（前年同月比９０％）の見込み。内訳は
冷蔵品３万５５００ｔ（８８％）、冷凍品５
万２９００ｔ（９１％）。冷蔵品は、前年の

輸入量が巣ごもり需要（内食需要）の
影響等により多かったことに加え、北
米の国内需要の増加による現地価格の
高騰等から、前年同月をかなり大きく
下回ると予測。冷凍品は、北米の国内
需要の増加による現地価格の高騰等か
ら、前年同月をかなりの程度下回ると
見込んでいる。
まん延防止等重点措置の全面解除に
伴い、外食向けの荷動きが活発化する
ことが期待できる。出荷頭数が平年を
やや下回って推移すると予測されてい
ることや、国産品と競合する輸入冷蔵
品の供給不足が継続すると見込まれて
いること等から、相場は堅調な展開が
予想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が４８０～５００円、
中物は４４０～４６０円での相場展開か。

乳素牛は強含み
の展開、和子牛
はもちあいか

【乳素牛】３月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２２万３５８６円（前年同月比９４％）、Ｆ１去
勢は３８万９４６４円（９２％）だった。前月に
比べ、それぞれ１万６１４９円、４３２９円下げ
た。両品種とも取引頭数の多い北海道
で値を下げた。
両品種の枝肉相場は強含みで推移す
ると見込まれている。素牛価格も強含
みの展開か。
【スモール】３月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫

定値）は、乳雄が１０万４４３０円（前年同
月比８９％）、Ｆ１（雄雌含む）は１７万５５８８
円（１０３％）だった。前月に比べ、それ
ぞれ４８４３円、１万２１６４円上げた。両品種
とも２ヵ月連続で前月を上回った。
両品種の枝肉・素牛価格は強含みで
推移する見込み。スモール価格は、強
もちあいの展開が予想される。
【和子牛】３月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、７８万
８１６５円（前年同月比９４％）となった。
前月に比べ３９８６円の上げで、ほぼ横ば
いだった。
子牛価格が上昇する時期だが、枝肉
相場の先行きは不透明感が強いため、
もちあいで推移することが予想され
る。

農水省が毎月公表している食品価
格動向調査結果によると、２２年３月
の国産・輸入牛肉の小売価格は前月
及び平年を上回った。２１年度下半期
（２１年１０月～２２年３月）の国産・輸
入牛肉の単純平均価格も前年同期を
上回っている。
毎月、各都道府県１０店舗（全国４７０
店舗）について訪問調査。対象は、
国産牛肉（冷蔵ロース）、輸入牛肉
（同）など食肉４品目と鶏卵。特売
価格等を除いた全調査店舗の単純平
均（消費税込み）を公表している。
２２年３月の国産牛肉は１００ｇ当た
り（以下、同じ）８４０円（前月比１０１％、

平年比１０４％）、輸入牛肉は３１８円
（１０２％、１０９％）だった（表）。他の
３品目の価格は、いずれも平年を下回
っている。
２１年度下半期の単純平均価格は、国
産牛肉が８３０円（前年同期比１０１％）、
輸入牛肉は３１３円（１１１％）。輸入牛肉
は、北米からの入船遅れや、豪州・米
国の現地価格の高騰等により、価格が
上昇した。輸入牛肉の品不足から、国
産牛肉の引き合いが強まった。
一方、豚肉は２６０円（前年同期比

９９％）、鶏肉は１２６円（９９％）と前年同
期をやや下回った。鶏卵（１０個入りパ
ック）は２１７円（１０６％）だった。

３月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 １，０２６ ７１２ ２９８ ２９５ ２２１，１６９ ２３５，１２０ ７４２ ７９７
Ｆ１去 １，７９８ １，５７１ ３２９ ３２９ ３８８，４００ ３９９，３７１ １，１８１ １，２１４
和去 ２，１６１ ２，１４６ ３２５ ３２５ ８１８，４５５ ８０５，１９４ ２，５１８ ２，４７８

東 北
乳去 １ － １９５ － ２５，３００ － １３０ －
Ｆ１去 － ３ － ２８２ － ２６４，７３３ － ９３９
和去 ２，９０９ ２，５７１ ３２１ ３２０ ７６７，３８８ ７５４，５４８ ２，３８９ ２，３５７

関 東
乳去 ６５ ８１ ２８９ ３０６ ２８０，２４６ ３０５，６３７ ９６９ ９９９
Ｆ１去 １５５ １６３ ３４２ ３４６ ４１８，１２７ ４１２，７６３ １，２２２ １，１９２
和去 ６６９ ９０５ ３２０ ３０８ ８２１，７９２ ７６２，６４２ ２，５６９ ２，４８０

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 ４９ ９０ ３０２ ２７０ ８４０，９１６ ７０３，０３４ ２，７８４ ２，６０４

東 海
乳去 ９ １１ ２８６ ２７３ ２４７，５００ ２４７，４００ ８６５ ９０６
Ｆ１去 ４８ ３１ ３１１ ３０７ ３３８，３４２ ３１７，２２６ １，０８８ １，０３３
和去 ４３０ ２３３ ２７３ ２６９ ８２０，９４３ ８４３，１９５ ３，００２ ３，１３４

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 ４２５ ４０３ ２５８ ２６１ ８０４，９１０ ７９２，１４５ ３，１１８ ３，０３６

中 四 国
乳去 ７０ ４５ ２７３ ２６９ ２０８，３８７ ２０６，１８９ ７６４ ７６７
Ｆ１去 ２５２ ２４９ ３３２ ３３４ ３８３，００５ ３８２，２１７ １，１５５ １，１４４
和去 ７４２ ３１３ ２９７ ３００ ７８８，５３１ ７７２，３４４ ２，６５１ ２，５７５

九州・沖縄
乳去 ９ ９ ３０７ ２９２ ２０６，３１１ １７０，０１１ ６７３ ５８１
Ｆ１去 ４３７ ３６６ ３２９ ３２９ ３９３，０１７ ３７６，８１６ １，１９６ １，１４４
和去 １０，７３１ ８，０８０ ２９４ ２９７ ７８３，３５８ ７８９，７０２ ２，６６１ ２，６５９

全 国
乳去 １，１８０ ８５８ ２９５ ２９４ ２２３，５８６ ２３９，７３５ ７５８ ８１５
Ｆ１去 ２，６９０ ２，３８３ ３３０ ３３１ ３８９，４６４ ３９３，７９３ １，１８０ １，１９０
和去 １８，１１６ １４，７４１ ３０２ ３０４ ７８８，１６５ ７８４，１７９ ２，６１０ ２，５８０

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

食品価格動向調査（食肉・鶏卵）の調査結果
（単位 :円/１００g（鶏卵は円/１パック））

品 目 国産牛肉
（冷蔵ロース）

輸入牛肉
（冷蔵ロース）

豚肉
（ロース）

鶏肉
（もも肉）

鶏卵
（サイズ混合
・１０個入り）

２０２２年３月
（３/７～３/９）

価 格 ８４０ ３１８ ２５７ １２６ ２１５
前月比 １０１% １０２% ９９% １００% １００%
平年比 １０４% １０９% ９８% ９８% ９９%

注 :平年比とは、２０１６～２０年度の食品価格動向調査業務による同月の調査価格の５ヵ年平均価格と比較したもの。

牛肉の全国平均小売価格が上昇
２１年度下半期の食品価格動向

相
場
は
強
含
み
の
展
開
に

畜産物需給見通し畜産物需給見通し


